
登録証明書の印刷方法 
建設副産物情報交換システム（COBRIS）に、工事情報を登録すると「工事登録証明書」が印刷可能です。 

 

 

 

 

 

 

【下記は動作確認済環境で起動し、IDとパスワードを使って COBRISにログインした後の操作です】 

 

をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事検索は指定せず         をクリックすると、登録された工事が全て検索されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「工事概要一覧」の画面が開かれましたら、画面一番右端までスクロールします 

該当工事の         をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意事項※ 

1．建設副産物情報交換システム（COBRIS）に登録されている工事のみ出力可能です 

2．工事登録証明書に記載される作成日は、ファイルを出力した日付が記載されます 

3．該当工事の上位調査区分が出力されます 
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右へスクロール 



 
    

画面下部にメッセージが表示されるので、印刷または PDFで保存をします 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位の調査区分で登録証明書が出力されます 

・工事概要で 「計画」 のみ登録の場合 

→計画のみの登録証明書出力可能 

・工事概要で 「実施」 のみ登録の場合 

→実施のみの登録証明書出力可能 

・工事概要で 「計画・実施」 登録の場合 

→計画・実施の登録証明書出力可能 

 

※計画と実施の両方を登録した後は、「計画」のみ、 

もしくは「実施」のみの登録証明書を出力することはできません 

 

 

 

 

 

 

※実施登録をする前に計画の登録証明書を保存または印刷をしてください 
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Microsoft Edgeの場合 Google Chromeの場合 

工事登録証明書（例：計画のみの証明書） 


